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作
品
鑑
賞
の
一
考

増
田

嘉
伸

句
・
歌
の
一
句
・
一
首
を
も
創
っ
た
こ
と
も
な
い
人
間
が
、
そ
の
こ
と
に
関
し
て
一
文

を
作
す
る
こ
と
は
誠
に
お
こ
が
ま
し
い
こ
と
で
、
皆
様
の
事
跡
を
汚
す
こ
と
と
十
分
承
知

さ

く

し
て
い
る
の
で
す
が
、
伊
藤
会
長
さ
ん
の
懇
ろ
な
原
稿
依
頼
に
降
参
し
た
次
第
で
す
。

私
は
、
専
ら
先
人
の
書
の
真
筆
に
触
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
、
懐
具
合
と
相
談
し
な
が

ら
、
長
年
に
亘
っ
て
収
集
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
郷
土
の
名
士
の
墨
蹟
を
、
同
好
の
諸
士

と
鑑
賞
す
る
会
を
、
数
年
に
亘
っ
て
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
作
品
の
内
容
を
繙
き
な
が
ら
、

作
者
の
人
間
像
を
探
り
、
併
せ
て
そ
の
時
代
を
模
索
し
て
き
ま
し
た
。

多
岐
に
渉
る
名
士
の
職
業
分
野
か
ら
、
今
回
は
俳
人
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

古
来
、
俳
人
は
歌
人
と
同
様
、
生
涯
か
け
て
の
宿
願
は
、
境
涯
の
一
句
を
句
碑
と
し
て

残
す
こ
と
で
し
た
。
又
、
色
紙
・
短
冊
な
ど
に
そ
の
作
品
を
書
く
と
い
う
こ
と
を
芸
の
一

つ
と
し
て
き
た
も
の
で
、
そ
れ
は
、
そ
の
書
体
が
作
品
の
文
体
（
内
容
）
と
同
様
の
価
値

を
担
う
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
世
の
愛

好
家
は
、
そ
の
作
品
を
読
む
と
い
う
こ
と
以
外
に
、
「
書
か
れ
た
句
」
す
な
わ
ち
、
そ
の

色
紙
・
短
冊
の
た
ぐ
い
を
一
見
し
た
い
、
で
き
れ
ば
愛
蔵
し
た
い
と
い
う
欲
求
を
も
つ
も

の
な
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
簡
単
に
果
た
し
得
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私

自
身
、
積
年
の
思
い
か
ら
納
得
で
き
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
美
術
館
巡
り
・
展
示
会
見
学
等

で
そ
の
欲
求
を
補
う
こ
と
で
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
中
で
「
嵐
牛
・
友
の
会
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
改
め
て
生
の
作
品
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
喜
び
に
浸
っ
て
い
ま
す
。
大
変
有
難
く
、
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。

以
下
、
所
蔵
の
数
点
の
作
品
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

作
品
１

鶴
田
卓
池
（
つ
る
た

た
く
ち
）

二
句

寒
菊
は

紙
本

短
冊

寒
菊
は
し
る
人
の
し
る
香
か
な

卓
池

誘
ふ
雲
も

紙
本

一
〇
九×

二
八

誘
ふ
雲
も
な
く
て
宵
々
冬
の
月

青
々
卓
池
寫

よ
ひ
よ
ひ
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作
品
２

伊
藤
嵐
牛
（
い
と
う

ら
ん
ぎ
ゅ
う
）

四
句

ふ
ね
と
め
て

二
句

紙
本

扇
面

ふ
ね
を
出
て

身
の
ち
り
は
た
く

小
は
る
か
な

こ
ち
ふ
く
や
と
ほ

く
な
か
れ
て

鳴
か
も
め

嵐
牛

い
な
づ
ま
の

紙
本

短
冊

い
な
づ
ま
の
あ
と
の
闇
ふ
む
小
み
ち
か
な

嵐
牛

起
出
る
や

紙
本

短
冊

起
出
る
や
火
も
出
来
雪
も
降
さ
た
に

嵐
牛

作
品
３

松
島
十
湖
（
ま
つ
し
ま

じ
っ
こ
）

二
句

世
の
中
の

紙
本

短
冊

世
の
中
の
勢
さ
け
て
冬
こ
も
り

十
湖

寒
き
く
や

紙
本

短
冊

寒
き
く
や
花
も
葉
も
香
も
つ
ゞ
ま
や
か

十
湖

（
「
嵐
牛
・
友
の
会
」
会
員
）



柿
園
友
垣
抄

―
柿
園
評
月
並
の
懇
切
な
指
導

―

(九)

加
藤

定
彦

嵐
牛
の
俳
諧
指
導
は
、
大
雑
把
に
い
っ
て
、
①
名

簿
を
提
出
し
て
正
式
に
入
門
、
師
宅
も
し
く
は
自

み
よ
う
ぶ

宅
な
ど
で
連
句
の
指
導
を
受
け
、
一
門
の
年
次
集
『
そ
の
ま
ま
集
』
に
出
句
す
る
者
、
②
正
式
に
は
入

門
は
せ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
「
柿
園
嵐
牛
評
月
並
」
に
投
句
し
、
そ
の
選
評
に
よ
り
指
導
を
受
け
る
者
、
③

入
門
し
て
連
句
指
導
を
受
け
、『
そ
の
ま
ま
集
』
と
「
柿
園
嵐
牛
評
月
並
」
の
両
方
に
句
を
投
じ
る
者
、

の
三
パ
タ
ー
ン
に
分
類
で
き
る
。

正
岡
子
規
の
批
判
は
と
も
か
く
、
月
並
句
合
は
毎
月
の
催
し
な
の
で
、
投
句
側
も
判
者
側
も
気
を
抜

け
ず
、
日
々
の
精
進
が
要
求
さ
れ
る
し
、
そ
れ
を
契
機
に
正
式
に
入
門
す
る
者
も
少
な
く
な
い
。
そ
の

た
め
も
あ
っ
て
、
嵐
牛
は
月
並
句
合
の
加
評
・
添
削
に
は
懇
篤
な
態
度
で
臨
ん
で
い
る
。
寺
社
の
奉
納

懸
額
・
奉
灯
を
名
目
に
催
さ
れ
た
、
不
定
期
・
単
発
の
句
合
な
ど
を
加
え
る
な
ら
ば
、
加
点
し
た
句
合

は
相
当
な
数
量
と
お
も
わ
れ
る
が
、
募
集
チ
ラ
シ
、
応
募
詠
草
、
句
合
清
書
巻
、
高
点
句
摺
物
（
い
わ

ゆ
る
丁
摺
）
な
ど
が
セ
ッ
ト
で
伝
わ
る
例
は
意
外
に
少
な
い
。

先
年
、
貫
一
・
晴
笠
の
ご
子
孫
宅
で
調
査
さ
せ
て
頂
い
た
資
料
の
な
か
に
「
柿
園
嵐
牛
評
月
並
」
の

句
合
清
書
巻
や
丁
摺
合
本
が
含
ま
れ
て
お
り
、
貫
一
が
最
高
点
を
獲
得
し
た
句
合
清
書
巻
（
鈴
木
健
治

氏
蔵
）
と
晴
笠
旧
蔵
の
合
本
中
の
嘉
永
六
年
（
推
定
）
六
月
分
（
全
三
丁
、
大
竹
裕
一
氏
蔵
）
と
が
同

じ
と
き
の
も
の
と
判
明
し
た
。
嵐
牛
の
評
価
傾
向
と
懇
切
な
添
削
態
度
を
教
え
て
く
れ
る
好
材
料
な
の

で
、
以
下
に
紹
介
し
た
い
。

＊

句
合
清
書
巻
は
半
紙
本
一
冊
、
外
題
欠
。
全
百
六
十
九
丁
。
各
半
丁
に
五
句
を
記
す
。
点
印
の
あ
る

内
、
最
低
の
三
印
「
何
人
」
に
作
者
名
は
な
く
、
五
印
は
「
何
人
」
印
と
句
の
中
ほ
ど
に
朱
の
横
線
（
中

（

点

）

央
に
小
半
円
）、
所
書
と
作
者
名
。
六
印
は
「
揮
毫
」
印
、
所
書
と
作
者
名
。
七
印
は
「
造
化
天
工
」
印
、

所
書
と
作
者
名
を
記
入
。
た
だ
し
、
す
べ
て
再
出
す
る
作
者
名
に
所
書
は
な
い
。
二
組
目
以
下
の
応
募

句
は
、
最
初
の
組
（
五
句
）
の
後
に
記
し
、
五
印
以
上
の
句
に
作
者
を
「
二
ノ
」「
三
ノ
」
な
ど
と
記
す
。

巻
末
部
分
は
各
半
丁
に
嵐
牛
の
筆
で
「
白
童
子
／
樵
者
（
印
「
嵐
牛
」）」、「
揮
毫
」
印
の
十
句
、「
造

化
天
工
」
印
の
三
句
を
所
書
・
作
者
名
と
と
も
に
一
句
ず
つ
書
き
抜
く
。
本
文
に
朱
で
添
削
し
た
句
は
、

す
べ
て
「
揮
毫
」
の
部
に
添
削
後
の
句
形
で
記
さ
れ
る
─
丁
摺
の
勝
者
の
成
績
欄
で
は
「
ヌ
キ
」（
六
印
）

と
記
す
─
。

丁
摺
の
表
題
・
成
績
欄
な
ど
は
次
の
通
り
。

柿
園
嵐
牛
評
月
並
六
月
分

句
員
一
千
二
百
余
吟

蛍
堂

催
主

素
来

当
季
乱
五
句
合

応
山

七
印
ヲ
カ
サ
キ

ヌ
キ

ス
ン
フ
シ
エ
タ

中
イ
ツ
ミ

天

三

貫
一

地

三

波
万
女

人

仝

昔
幼

三

五

順

三

以
下
、
清
書
巻
に
作
者
名
が
記
さ
れ
る
高
点
句
を
、「
五
点
ノ
部
」
は
百
十
三
句
、「
巻
中
揮
毫
ノ
部
」

は
十
句
、「
造
化
天
工
ノ
部
」
は
三
句
、
巻
軸
に
判
者
の
句

麻
か
り
や
ま
つ
り
の
斎
の
洗
ひ
髪

嵐
牛

と
き

を
収
め
て
い
る
。

清
書
巻
に
よ
り
五
印
以
上
の
添
削
例
な
ど
を
次
に
掲
出
す
る
。
句
頭
に
評
点
を
［
六
印
］［
七
印
］
と

記
す
。
ほ
か
は
五
印
。

川
越
ば
降
ぬ
艸
木
や
夏
の
雨

カ
モ

文
錦

も

ぬ

れ

ず

ヽ

ヽ

ヽ

流
れ
葉
に
付
て
迫
る
や
水

馬

二
ノ

波
万
女

を

ひ

と

跨

み
づ
す
ま
し

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

［
六
印
］

風
上
が
上
座
成
ら
む
す
ゞ
み
台

三
ノ
（
波
万
女
）

け

り

ヽ

ヽ

［
六
印
］

は
つ
物
の
多
き
中
に
は
茄
子
哉

中
泉

昔
幼

な
す
び

舟
ご
ゝ
ろ
醒
て
涼
し
ゝ
風
呂
揚
り

ヲ
カ
サ
キ

寿
童

い
つ
か

き
る

か

な

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

［
七
印
］

濡
馬
の
い
く
つ
も
来
る
や
棭
の
花

々

二
ノ
（
貫
一
）

ね
む

松
明
で
登
る
日
も
あ
り
夏
の
山

サ
イ
コ
ウ

柳
都

の

あ

か

り

す

け

る

や

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

若
竹
や
傘
に
は
ね
行
庵
の
道

日
坂

石
水

す

ら

ぬ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

雷

の
音
や
莟

の
開
蓮

二
ノ

月
彦

か
み
な
り

は
ら
り
と

兵

太

夫

新

田

ヽ

ヽ

［
六
印
］

秋
近
し
野
に
計
り
居
て
鳴

乙
鳥

二
ノ
（
其
国
）

風

切

は

飛

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

（
注
）
丁
摺
に
中
七
を
「
浦
風
切
て
」
と
添
削
。

五
明

得
岳
（
丁
摺
）

瀧
ま
わ
り
す
る
間
に
暑
さ
凌
ぎ
け
り

二
ノ

徳
覚

は

う

ち

わ
す
れ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

［
七
印
］

う
つ
む
け
に
剪
て
置
け
り
百
合
の
花

日
坂

青
年

き
り

花
げ
し
や
見
る
気
で
行
ば
跡
と
先

な
ら
の

英
泉

下

上

来
れ

ヽ

ヽ

な
つ
深
き
新
壁
暑

し
蛇
の
衣

川
上

帰
雪

し

の
崩
れ
の

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

［
六
印
］

暑
日
や
虫
の
食
ぬ
く
桐
の
苗

仝

（
蛍
堂
）

炎

天

を

る

桂
堂
（

丁
摺
）

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

［
七
印
］

物
く
れ
る
人
を
寝
て
待
鹿
子
哉

浅
羽

雨
暁

［
六
印
］

御
立
符
の
神
酒
に
さ
す
日
や
蝉
時
雨

浅
羽

鳳
嶺

酔
け
り
（
揮
毫
ノ
部
）

［
六
印
］

打
水
の
忽
か
わ
く
木
の
葉
か
な

相
良

吟
一

暫

く

は

ふ

る

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

［
六
印
］

大
沼
の
乾
く
匂
ひ
や
土
用
干

丹
能

幽
山

雲

の

み

ね

題
か
へ
て
珍
重

高
波
の
俄
に
来
る
や
雲
の
峯

完
山

納

り

く

ち

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

鈴
木
家
襲
蔵
の
書
留
め
『
俳
弟
名
前
覚
』
に
よ
る
と
、
貫
一
は
こ
の
頃
に
は
地
元
グ
ル
ー
プ
の
指
導

者
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
贈
ら
れ
た
清
書
巻
の
加
評
・
添
削
に
目
を
通
し
、
的
確
・
丁
寧
な
姿
勢
に
心
服

し
、
そ
れ
が
翌
年
の
入
門
に
繋
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（「
嵐
牛
・
友
の
会
」
顧
問
）



講
読
・
鑑
賞
の
会

今
後
の
予
定

第
十
二
回

六
月
十
八
日(

日)
会
場

嵐
牛
蔵
美
術
館
和
室

八
畳
＋
六
畳

時
間

午
後
一
時
三
十
分
～
四
時
三
十
分

内
容

八
月
の
友
の
会
（
見
学
会
）
に
つ
い
て

石
川
依
平
「
宇
津
の
山
越
」
講
読

「
嵐
牛
発
句
集
」
講
読

第
十
三
回

八
月
二
十
日(

日)

集
合

嵐
牛
蔵
美
術
館

乃
至
掛
川
駅

時
間

午
前
九
時
こ
ろ
～
四
時
三
十
分
こ
ろ

内
容

磐
田
・
浜
松
・
二
俣
方
面
に
て

嵐
牛
・
芭
蕉
・
十
湖
ら
の
句
碑
と
資
料
の
見
学

（
詳
細
は
六
月
の
会
で
案
内
し
ま
す
）

※

今
月
は
会
員
の
増
田
さ
ん
に
原
稿
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、

華
や
か
な
紙
面
と
な
り
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

※

友
の
会
に
対
す
る
ご
要
望
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

ま
た
、
友
の
会
会
員
の
方
、
そ
の
他
嵐
牛
繋
が
り
で
面
白
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
奮
っ
て
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

穏
や
か
な
日
差
し
の
下
誇
ら
し
げ
に
咲
く

ひ
と
月
遅
れ
の
皐
月
で
す

一
面
に
咲
く

皐
月
の
庭
（
嵐
牛
庭
園
）

復
活
を
目
指
し
て

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
八
日

撮
影

事
務
局

伊
藤
英
子


